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松

田

得

二

は

し

が

き

日
常
家
事
代
理
堰

に
關
す
る
著
書
論
文
は
近
來
著
る
し
く
其
の
数
を
増
加

し
た
が
其
の
比
較
法
的
研
究

に
至
り
て
は
文
献
は
誠
に

散
々

た
る
も
の
で
あ
つ
た
。
此
の
秋
に
あ
た
り
本
書
の
出
現
は
日
常
家
事
代
理
権

の
比
較
法
的
研
究

に
多
大
の
貢
献
を
も
た
ら
す
べ

き
を
思
ひ
薙
に
簡
単
な
が
ら
本
書
を
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。

フ
オ
イ

ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ

ン

『
妻

の
日
常
家
事
代
理
権

』

(第

二
巻
第
二
號

)

(
二
四
三
)

↓
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フ
オ
イ

ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ

ン

『
妻
の
日
常
家
事
代
理
堰
」

(
第
二
巻
第

二
號
)

(
二
四
四
)

二

本
書
は
獨
逸
民
法
に
相
慮
し
て
日
常
家
事
代
距
権

を
特
殊
な
親
族
法
上
の
性
質
を
有
す
る
法
定
代
理
権

な
り
・こ
す
る
法
盤
系
即
ち

一
九
〇
〇
年
の
獨
逸
民
法
、

一
九
〇
七
年
の
瑞
西
民
法
、

一
九
二
〇
年
の
瑞
典
婚
姻
法
,

一
九
二
五
年
の
丁
抹
婚
姻
法
、

一
九

一
八

年
の
諾
威
婚
姻
法
草
案
、

一
九
二
〇
年
の
券
蘭
配
.偶
者
法
律
関
係

法
草
案
、

一
九
二
四
年
の
チ
エ
ッ
コ

.
ス
・
ヴ
ア
キ
ア
民
法
修
正

草
案
等
の
み
を
考
察
の
対
象
と

し
て
比
較
研
究
さ
れ
て
お
る
の
で
あ
る
が
右
の
瑞
西
法
や
北
欧
法
が
展
開

せ
し
め
た
近
代
原
則
を
濁

逸
法
の
日
常
家
事
代
理
権

に
移
植
し
得
る
や
否
や
を
個
別
的
に
獨
逸
民
法
,こ
対
照
し
て
吟
味
さ
れ
て
お
る
所
に
其
の
特
色
を
看
取
し

得
る
の
で
あ
る
。

本
書
の
内
容
は
,
序
論
、
第

一
章
比
較
の
爲
に
引
用
さ
れ
た
る
外
國
法
と
其
の
成
立
史
、
第
二
章
歴
史

的
概
観
、
第
三
章
日
常
家

事
代
理
権
の
法
律
上
の
性
質
、
第
四
章
日
常
家
事
代
理
樫
の
前
提
要
件
、
第
五
章
日
常
家
事
代
理
権
の
範
囲

、
第
⊥
ハ
章
日
常
家
事
代

理
権

の
効
力
、
第
七
章
日
常
家
事
代
理
標

の
剥
奪
,こ
制
限
、
第
八
章
妻
の
日
常
家
事
代
理
構

に
關
す
る
獨
逸

の
改
正
運
動

、
附
録
瑞

典
法
、
に
分
た
れ
て
ゐ
る

(註

一)

(註
二
)
。

(
註

一
)
我
國

に
於
け
る
日
常
家
事
代
理
標
に
關
ず
る
文
献
さ
し
て
は
私
の
知
れ
る
限
り
に
於
て
左

の
諸
論
文
が
あ
る
。

一
、
管
原
博
士

「
日
常
家
事
に
關
す
る
妻

の
代
理
権
」
法
叢

一
二
巻
三
號

二
、
坂
本
氏

「
妻

の
日
常
家
事
代
理
権

」
志
林
九
巻
三
號



三
、
近
藤
氏

「
妻

の
日
常
家
事
代
理
権
」
全
氏
夫
婦
財
産
法
研
究
二
六
九
頁
以
下

四
、
末
弘
博
士

「
民
法
雑
考
」
法
協
四
七
巻
四
號
八
〇
頁
以
下

(
註
二
)
獨
逸

に
於
て
は
日
常
家
事
代
理
権

に
關
ず
る
丈
蔵
は
頗
る
多
き
も
之

に
反
し
此
擢
利
を
比
較
法
的
に
取
扱

つ
た
も
の
は
殆
ん
♂
稀
で
從
來
私

の

知
り
得
た
範
囲
で
は
左

の
著
書
が
あ
る
の
み
で
あ
る
QK

.
 
T
h
.
 
K
i
p
p
,
 
R
e
c
h
t
s
v
e
r
g
l
e
i
c
h
e
n
d
e
 
S
t
u
d
i
e
n
 
z
u
r
 
L
e
h
r
e
 
d
e
r
 
 
S
c
h
l
i
i
s
s
e
l
g
e
w
a
l
t
 
i
n
 
d
e
n
 
r
o
m
a
n
i
s
c
h
e
n
 
R
e
c
h
t
e
n
,
 
1
9
2
8
.

一

歴
史

曲
概

観

妻
の
日
常
家
事
代
理
権

(
S
c
h
l
u
s
s
e
l
g
e
w
a
l
t

)

は
妻
が
日
常
家
事
の
範
圏
内
に
於
て
夫
を
代
理
し
若
く

は
婚
姻
協
同
鐙
を
代
表
し

て
法
律
行
爲
を
な
し
得
る
構
能
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
さ
て
此
構
能
は
い
つ
の
時
代
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。

「
自

給
自
足
の
封
鎖
的
家
内
絶
濟
よ
り
中
世
の
流
通
経
済

若
く
は
物

々
交
換
経
済

へ
の
過
渡
期

に
成
立
し
」

(
二
三
頁
)

「
漸
次
永
績
的
な

る
法
律
制
度

へ
進
化
し
た
」

(
二
五
頁
)
の
で
あ

つ
て

「
法
源
上
は
ゲ
ル
マ
ン
法
諸
國
に
關
す
る
限
の
十

一
世
紀
に
初
め
て
出
現
し
た

の
で
あ
る
」

(全
上
頁
)
。
然
し
な
が
ら
此
の
構
能
は
元
來
グ
ル
マ
ン
法
の
現
象

(
三
〇
頁
)
で
あ

つ
て
、

ロ
ー

マ
の
婚
姻
に
於
て
は
之

に
相
慮
す
る
法
律
制
度
が
存
在
し
な
か
つ
た

(二
七
頁
)
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
著
者
は
其
の
理
由
と
し
て

ロ
ー

マ
の
婚

フ
オ
イ
ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
『妻
の
日
常
家
事
代
理
権
』

(第
二
巻
第
二
號
)

(二
四
五
)

三



フ
オ
イ
ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
『妻
の
日
常
家
事
代
理
標
』

(第
二
霧
第
二
號
)

(
二
四
六
)

四

姻
に
於
て
は
妻
の
地
位
が
極
端
に
独
立

で
あ
り
妻
は
自
己
の
家
政
を
執
行
し
夫
の
家
政
に
は
關
與
し
な
か

つ
た
こ
と

(
夫
の
家
政

は

寧
ろ
夫
の
奴
隷
に
よ
り
て
露
理
さ
れ
て
ゐ
た
)
、
及
び
妻

は
夫
の
家
政
に
從
事
す
る
権
利
も
義
務
も
な
か

つ
た
こ
と

(二
七
頁
)
等
を

塞
げ

て
お
ら
れ
る
。

(註
)

(註
)
代
理
の
観
念
を
認
め
な
か
つ
た
ロ
ー
マ
法
に
於
て
妻
の
日
常
家
事
代
理
権
な
る
も
の
が
存
在
し
得
な
か
つ
た
こ
ざ
は
當
然
で
あ
る
ざ
謂
は
ね
ば
な

ら
ぬ
。

日
常
家
事
代
理
権

と
云
ひ
得
る
妻
の
狽
立
の
行
爲
権
能
は
法
源
上
は
十

一
世
紀
に
出
現
し
た
る
も
の
な

る
こ
と
前
述
の
通
り
で
あ

る
が
、
更
に
右
の
構
能
を
認
む
る
法
律
規
定
が
十
三
世
紀
に
獨
逸
都
市
法
や
聯
邦
慣
習
法

(
L
a
n
d
r
e
c
h
t
e
n

)

に
も
出
現
し
瑞
西
中

世
の
荘
園
法

(
H
o
f
r
e
c
h
t
e
n

)
や
都
市
法
並
び
に
瑞
典
の

一
二
九
六
年
の
U
p
l
a
n
d
s
g
e
s
e
t
s

に
も
存
在
し
て
ゐ
る

(三
三
頁
)
。
然

し
な
が
ら
此
等
の
規
定
は
妻
が
如
何
な
る
堰
利
に
基
い
て
如
何
な
る
範
囲

の
法
律
行
爲
を
な
し
得
る
か
を
明
か
に
し
て
ゐ
な
い
、
或

は

一
定
期
間
内

一
定
の
最
高
金
額
ま
で
夫
の
承
諾
な
し
に
妻
か
塵
分
し
得
る
こ
と
を
定
め
、
或
は
又

一
二
七
〇
年
の

ハ
ン
ブ

ル
ク
法

令
の
如
き
は
虜
分
の
自
由
が
許
容
さ
れ
る
財
産
の
個
々
の
種
類
を
列
挙

す
る
に
止
め
、
且
つ
そ
れ
は
妻
の
個
人
的
使
用
に
供
せ
ら
れ

る
物
膣
の
み
に
關
し
て
ゐ
た

(全
上
頁
)
の
み
な
ら
ず
、
其
の
最
高
金
額
の
自
由
虜
分
を
許
容
す
る
に
付
て

「
家
事
」
と
い
ふ
こ
と
を

引
合
に
出
し
て
ゐ
な
か
つ
た

(三
四
⊥
二
五
頁
)
。

從
て

「
身
分
暦
内
部
並
び
に
叉
身
分
暦
間
の
経
済

的
不
平
等
の
壇
大
に
つ
れ
て
、



又
全
標
に
取
引
増
加
の
結
果
最
古
の
法
の
此
の
個
別
列
挙

的
規
定
、
そ
し
て
寛
に
は
凡
て
妻
の
日
常
家
事
代
理
擢
の
あ
ら
ゆ
る
具
髄

的
限
界
を
定
め
る
こ
と
の
不
充
分
な
る
こ
と
が
必
然
に
明
か
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
L
(三
六
頁
)
、だ

か
ら

「
立
法
者
は
妻
の
日

常
家
事
代
理
構
を
制
限
す
る
に
際
し
て
盆
々
抽
象
的
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
」
(全
上
頁
)
、其
の
結
果
と
し

て

一
七
八
六
年
の
L
i
p

p
e
D
e
t
m
o
l
d

條
令
は

「
か

、
る
法
律
行
爲

は
一
般
的
な
即
ち
其
種
類
範
囲

に
よ
る
統

一
的
な
限
界
が
許
容

さ
れ
る
に
あ
ら
ず
し
て

各
家
庭
と
其
家
計
の
性
質
に
よ
り
て
定
ま
る
」

(
四
〇
頁
)
旨
を
述
べ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
日
常

家
事
代
理
権

の
現
代
法

律
規
定
の
根
本
原
則
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

二

日
常
家

事
代

理
権

の
法
律

上

の
性

質

著
者
に
よ
れ
ば
妻
の
日
常
家
事
代
理
堰
の
法
律
上
の
性
質
を
研
究
す
る
に
は
二
個
の
問
題
即
ち
成
立
原
因

の
問
題
と
日
常
家
事
債

務
の
責
任
の
問
題
と
を
闘
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
其
の
各
別
に
付
き
節
を
分
ち
て
詳
論
し
て
お
ら
れ
る
。

(A
)
先
づ
其
の
成
立
原
因
の
問
題
に
關
し
て
は
諸
學
者
に
よ
り
て
大

に
論
議
せ
ら
れ
多
数
の
學
者
は
ロ
ー

マ
法
上
の
委
任
の
観

念
を
以
て
妻

の
日
常
家
事
代
理
権

を
基
礎
付
け
ん
と
試
み
た
が
,
直
接
代
理
を
認
め
な
か
つ
た
ロ
ー
マ
法
を
以
て
は
妻
の
行
爲
に
よ

り
て
直
接
に
夫
を
義
務
づ
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

つ
た
。

「
そ
れ
故

に
夫
は
妻
に
家
政
執
行
を
委
任
し
た
る
も
の
と
認
め
ら
れ

フ
オ
イ
ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
『妻
の
日
常
家
事
代
理
擢
」

(第
二
省
第
二
號
)

(二
四
七
)

五



フ
オ
イ
ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ
ソ
「
妻
の
日
常
家
事
代
理
擢
』

(第
二
巻
第
二
號
)

(
二
四
八
)

六

た
。
妻
が
日
常
家
事
代
理
行
爲
を
な
す
に
付
て
夫
の
委
任
に
基
く
も
の
と
す
る
と
此
の
行
爲
に
野
し
夫
に
責
任
あ
る
こ
と
が
明
か
に

な
る
の
で
あ

つ
た
。
」

(四
三
頁
)
此
の
委
任
説

(
M
a
n
d
a
t
s
t
h
e
o
r
i
e

)

は
獨
逸

に
於
て
最
初
に
通
説
と
な
り
立
法
や
判
例
に
取
入
れ

ら
れ
た

(四
四
頁
)
が
や
が
て
ゲ

ル
マ
ニ
ス
テ
ン
に
よ
り
て
打
破
せ
ら
れ
た
。
グ
ル
マ
ニ
ス
テ
ン
は

「
日
常
家
事
代
理
構
を
、
直
接
に

婚
姻
締
結

に
依
様
す
る
独
立
の
権
利

と
見
た
。
そ
し
て
其
権
利

た
る
や
夫
の
意
思
獲
表
,こ
は
無
関
係

に
法
律
上
當
然
に
妻

に
麟
属
す

る
も
の
で
あ
り
且
つ
ゲ
ル
マ
ン
の
婚
姻
観
念
の
基
礎
を
な
す
團
腱
主
義

(
G
e
n
o
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
s
p
r
i
n
z
i
p

)
よ
り
説
明
せ
ら
る
べ
き
も
の

で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。
」

(全
上
頁
)
此
説
は
遽
に
獨
逸
法
學
界
を
風
靡
し
獨
逸

民
法
は
此
見
解
の
上
に
立

つ
て
ゐ
る

(
四
五
頁
)
の
み

な
ら
ず
瑞
西
に
於
て
も

(四
六
頁
)
瑞
典
に
於
て
も

(四
七
頁
)
券
蘭
草
案
に
於
て
も

(全
上
頁
)

チ
エ
ッ
コ
・
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
法
に
於

て
も

(
四
八
頁
)
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
雨
個
の
日
常
家
事
代
理
権

理
論
の
空
間
的
適
用
範
囲

を
比
較
す
れ
ば

「
大
膣
に
於

て
法
定
代
理
説
が
委
任
説
を
墜
倒
し
て
ゐ
る
と
云
ひ
得
る
」

(五
〇
ー
五
一頁
)
。

(註
)

(註
)
我
民
法
の
日
常
家
事
代
理
煙
は
如
何
な
る
性
質
を
有
す
る
や
に
付
て
は
議
論
分
れ
、
或
は
夫
は
第
八
〇
四
條
第
二
項
に
よ
り
妻
の
代
理
擢
の
全

部
又
は
一
部
を
否
認
ず
る
を
得
べ
く
畢
寛
妻
の
代
理
擢
の
範
囲
は
夫
之
を
定
む
る
を
得
べ
き
も
の
な
る
が
故
に
、
妻
の
代
理
権
は
夫
の
推
定
せ
ら
る

》
意
思
に
基
く
も
の
な
り
と
し
從
て
委
任
代
理
な
り
ざ
解
ず
る
學
者

(仁
井
田
博
土

「親
族
法
相
続
法
論
」
一
七
六
頁
、
和
田
氏

「婚
姻
法
論
」
五

四
四
頁
、野
上
氏

「親
族
法
」
一=
五
頁
)
あ
る
も
、私
は
妻
の
R
常
家
事
代
理
権
は
法
律
の
規
定
に
依
り
妻
た
る
者
に
當
然
賦
與
せ
ら
る
》
も
の
な



る
を
以
て
法
定
代
理
な
り
さ
爲
す
説

(牧
野

(菊
)
博
士

「日
本
親
族
法
」
二
四
七
頁
、
近
藤
氏
「
夫
婦
財
産
法
の
研
究
」
二
九
三
頁
、
岡
村
博
士

「民
法
親
族
篇
」
四
六
三
頁
)
に
左
循
ず
る
。

(B
)
次

に
妻
の
日
常
家
事
代
理
行
爲
に
因
り
て
生
じ
た
る
債
務
の
責
任
問
題
に
移
ら
う
。
著
者
は
夫
の
単
独

責
任
を
認
む
る
猫

逸
民
法
第

一
三
五
七
條
の
規
定
に
野
し
二
個
の
理
由
よ
り
非
難
し
且
つ

O
凶臼
寄

の
非
難
を
引
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る

(五
二
ー
五
四
頁
)
。

而
し
て

「
獨
逸
民
法
の
規
定
は
即
ち
不
充
分
で
あ
り
且
つ
資
力
あ
る
妻
が
日
常
家
事
代
理
糎
を
行
使
し
て
債
務
を
賢
ひ
,
其
の
債
務

の
辨
濟

が
支
沸
無
能
力
の
夫
よ
り
求
め
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
第
三
者
に
対
し

て
其
の
欲
す
る
保
護
を
與

へ
て
ゐ
な
い

(五
四
ー
五
五

頁
)
。
」

惟
ふ
に
家
事
の
処
理
が
婚
姻
生
活
の
爲
に
す
る

夫
婦
共
同
事
務
な
る
以
上
は
妻
の
家
事
行
爲
は
婚
姻
協
同
饅
の
代
表
行
爲

で
あ
る
べ
き
だ
か
ら
妻
の
共
同
責
任
從
て
婚
姻
協
同
膣
代
表
が
要
求
せ
ら
れ
る
に
至
り
、
瑞
西
民
法
北
欧
改
正
法
並
に
券
蘭
草
案
は

婚
姻
協
同
艦
代
表
制
を
探
用
し
た

(五
五
頁
)
。
然
し
な
が
ら

「
近
代
改
正
立
法
が
日
常
家
事
代
理
構
を
行
使

す
る
配
偶
者
は
婚
姻
協

同
禮
の
代
表
者
,こ
看
倣
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
,こ
す
る
鐵

に
於
て
瑞
西
法

や
獨
逸
法
律
學
の
グ
ル
マ
ニ
ス
テ
ン
的
傾
向
の
要
求
ε

】
致

し
て
も
、
此
の
北
欧
法
や
券
蘭
草
案

に
於
け
る
婚
姻
協
同
髄
は
從
前
の
獨
逸
法

や
ゲ
ル
マ
ニ
ス
テ
ン
の
そ
れ
と
は
異
な
れ
る
も
の
を

表
示
し
て
ゐ
る
こ
と

を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」

(五
九
頁
)
。
そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
婚
姻
協
同
塩
代
表

に
は
何
等
か

の
妻
の
共

同
責
任
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

「
法
律
政
策
上
配
偶
者
平
等
原
則
の
徹
底
的
實
現
は
日
常
家
事
債
務
に
対
し
て
雨
配
偶

フ
オ
イ

ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン

『
妻

の
日
常
家
事
代
理
櫨
」

(
第
二
省
第

二
號
)

(
二
四
九
)

七



フ
オ
イ
ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
『妻
の
日
常
家
事
代
理
標
』

(第
二
巻
第
二
號
)

(
二
五
〇
)

八

者
の
連
帯
責
任
を
生
じ
さ
せ
た
が
、
然
る
に
瑞
西
夫
婦
財
産
法
及
び
部
分
的
に
は
獨
逸
改
正
案
は
妻
の
責
任
を
補
充
的
共
同
責
任
に

制
隈
し
た
」
(六
〇
頁
)

の
で
あ
る
。
而
し
て
更
に
現
今
に
於
て
は
法
律
政
策
的
理
由
よ
り
妻
の
共
同
責
任
は
夫
の
家
事
債
務
に
対
し

て
も
要
望
せ
ら
れ
、
発
展

は
之
に
対
し
二
つ
の
異
な
れ
る
解
決
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
、
即
ち
瑞
西
法

に
於
け
る
夫
の
家
事
債
務

に
対
す

る
妻
の
補
充
的
附
從
的
共
同
責
任
と
、
北
欺
改
正
立
法
に
於
け
る
夫
の
家
事
債
務
に
対
す
る
妻
の
直
接
的
連
帯
的
共
同
責
任

を
俘
ふ
双
方
的
日
常
家
事
代
理
梅

(
d
o
p
p
e
l
s
e
i
t
i
g
e
 
 
S
c
h
l
u
s
s
e
l
g
e
w
a
l
t

)

と
の
二
つ
で
あ
る

(六
五
頁
)
。

此
の
双
方
的
日
常
家
事
代

理
椹
は
獨
逸
法
に
対
し

て
も
K
i
p
p
や
N
e
u
b
e
c
k
e
r

に
よ
り
て
要
望
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
著
者
は
掴掬
逸
に
於
て
妻
の
共
同
責
任
が
双

方
的
日
常
家
事
代
理
権

の
形
態
に
於
て
認
め
ら
れ
得
る
や
否
や
は
疑
問
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
し
、
夫
権

主
義

(
M
n
n
d
i
a
l
p
r
i
n
z
i
p

)

を
完
全
に
除
去
せ
ず
し
て
は
妻
に
直
接
責
任
を
要
求
し
得
な
い
だ
ら
う

(
六
六
i
六
七
頁
)
と
さ
れ
て
ゐ
る
。

然
ら
ば
配
偶
者
の
双
方
的
日
常
家
事
代
理
構
と
從
來
の
立
法
例
を
支
配
し
た
る
妻
の

一
方
的
日
常
家
事
代
理
権

と
は
如
何
な
る
鮎

に
於
て
差
異
を
生
ず
る
の
で
あ
る
か
。

妻
の

一
方
的
家
事
代
理
権

を
認
む
る
濁
,
瑞
法
に
於
て
も
、
夫
は
家
事
の
爲
に
凡
て
の
法
律
行
爲
を
な
し
得
る
も
夫
は
其
行
爲
に

よ
り
て
生
じ
た
る
債
務
に
つ
き
、
自
ら
直
接

に
輩
猫
責
任
を
員
ひ
、
妻
の
共
同
責
任
は

(妻
が
同
意
せ
ざ
の
し
限
り
)
妻
の
財
産
に

対
し

て
夫
の
有
す
る
牧
徐
穰
の
範
囲
内
に
於
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
之
に
反
し
瑞
典
法
に
よ
れ
ば
日
常
家
事

代
理
構
は
夫
も
亦
之
を



有

し

、
妻

は
凡

て
の

家

事

債

務

に

つ
き

連

帯

責

任

を
員

ふ

(六

一
頁
)
。

此
鮎

に
両
者

の
著

し

き
差

異

が
存

す

る
の

で

あ

る
。

(
註
)

(
註
)
我
民
法
第
八
〇
四
條
は

「
日
常
ノ
家
事

二
付
テ

ハ
妻

ハ
夫
ノ
代
理
人
卜
看
徹

ス
」
ε
規
定

し
て
妻
が
H
常
家
事
に
付
て
爲
し
た
る
行
爲
は
夫

の
責

任
を
生
ず
べ
き
旨
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
我
民
法
に
於
て
は
妻

の
補
充
的
責
任
は
絶
劉
に
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
。

從
來
の
通
説
は
妻

の
日
常
家
事
に
關
す
る
行
爲
を

「夫

の
事
務
」
を
処
理

す
る
も
の
ざ
解
し
妻
が
女
戸
主
ざ
し
て
婚
姻
費
用
を
員
憺

ず
る
場
合
に
於

て
も
妻

の
日
常
家
事
行
爲

の
責
任
は
夫
に
錦
属
す
べ
き
も

の
ざ
し
、
又
夫
が
無
資
力
に
し
て
妻
が
事
實
上
夫
を
扶
養
し

つ
レ
あ
る
場
合
に
も
妻
自
ら

は
其

の
日
常
家
事
行
爲

に
付

て
何
等

の
責
任
を
員
は
ざ
る
も
の
さ
し
て
ゐ
る
が
、
近
藤
英
吉
氏
は
之
に
反
し
て

「
夫

の
電
濁
責
任
は

軍
に

民
法
八
〇
四
條

の
適
用
せ
ら
れ
る
範
囲

に
於
て
の
み
認
め
得
る
の
で
あ

つ
て

女
戸
主
若
く
は
夫
及
び
子
女
を
扶
養
す
べ
き
妻
が
家
事
を
管

理
す
る
場
合
に
は
R
常
家
事
は
既
に
夫
の
事
務
に
ぱ
あ
ら
ず
し
て
法
律
上
妻
自
身
の
事
務
ご
し
て
取
扱
は
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
民
法
八
〇
四
條
は
初

か
ら
適
用
せ
ら
る

、
限
り
で
な
く

此
場
合
に
は

妻
は
常
に
自
己

の
責
任
を
以
て
取
引
を
な
す
に

外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る

(同
氏

「
夫
婦
財
産
法
の
研

究
」
三

二
囚
頁
)
L
ざ
し
、
從
來
の
通
説
に

一
歩
か
進
め
我
民
法
の
解
釈
論
ざ
し
て
も
妻

の
補
充
責
任
を
認
め
得

る
こ
ざ
を
明
言
せ
ら
れ
、
更
に
末

弘
博
士
は
婚
姻
を
中
心
ざ
ず
る
家
團
の
独
立
存
在
ル
一認
む
る
立
瘍
よ
り
從
前
の
通
説

の
誤
り
准
指
摘
し

「

夫

又
は
女
戸
主
が
法
律
上
家
團

費
用
の
賢
権

者
た
る
場
合
に
於
て
も
彼
等
が
事
審
ヒ
無
資
力
で
あ
つ
て
、
妻
叉
は
夫
が
反
つ
て
資
力
を
有
ず
る
場
合
に
後
者
を
し
て
補
充
的
責
任
を

賢
旙
せ
し
む
べ
か
ら
ず
ざ
ず
る
何
等
理
論
上
必
然

の
要
請
は
存
在
し

な
い
、
何
故
な
れ
ぽ
家
團
の
爲

に
ず
る
行
爲
ぽ
妻
に
よ
り
て
爲
さ
れ
た
る
ざ
夫

に
よ
り
て
爲
さ
れ
た
ろ
ご
を
問
は
ず
、
ず
べ
て
家
團
の
責
任
を
生
ぜ
し
む
る
も
の
で
あ
り
、
從
て
結
局
家
團
費
用
員
憺
者
の
責
任
を
生
ず
る
に
す
ぎ

な
い
、
」

(
全
博
士

「
民
法
薙
考
」
法
協
四
七
巻
四
號
八
七
頁
)
ざ
し
て
配
偶
者

の
補
充
責
任
を
認
む
る
を
正
當
な
り
ざ
せ
ら
る

》
が
如
く
現
時
の

フ
オ
イ

ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ

ン
『
妻
の
日
常
家
事
代
理
擢
」

(
第

二
巻
第

二
號
)

(
二
五

一
)

九



フ
オ
イ
ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ

ソ

『
妻

の
日
常
家
事
代
理
樫
』

(第

二
巻
第

二
號
)

(
二
五
二
)

踊
0

通
説
が
我
民
法
に
於
て
も
妻
の
補
充
責
任
を
認
め
ん
ざ
ず
る
傾
向
に
あ
る
を
注
目
ず
べ
き
で
あ
ら
う
。

三

日
常

家
事
代

理
権

の
前

提
要

件

(
A
)

「
日
常
家
事
代
理
権

の
最
も
必
要
に
し
て
最
も
重
要
な
要
件
ミ
し
て
は
先
づ
第

一
に
婚
姻
の
存

立
を
塞
げ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
」

(七
〇
頁
)
。
こ
の
こ
¶、、
は
法
律
が
日
常
家
事
代
理
権
を

一
般

に
婚
姻
の
身
分
的
効
果

こ
し
て
規
定
し

て
ゐ
る
ミ
こ
ろ
よ
り
理
解

さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
從
て

「
婚
姻
締
結
前
に
爲
さ
れ
た
る
日
常
家
事
代
理
擢

の
範
囲
内
の
法
律
行
爲
は
。
凡
て
日
常
家
事
代
理
檀

に
は
屡
し
な
い
の
で
あ
つ
て
、
行
爲
者
が
他
の
配
偶
者
の
代
理
人
S
し
て
行
動
し
た
る
に
あ
ら
ざ
る
か
、
若
は
事
後
債
務
引
受
の
な

さ
れ
ざ
る
限
り
は
,
行
爲
者
自
身
が
義
務
を
員

ふ
」

(七
ニ
ー
七
三
頁
)
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
日
常
家
事
代
理
橿
は
婚
姻
存
立
に
俘
ふ

妻
の
権
利

で
あ
る
な
ら
ば
,
髭
櫨
利
は
婚
姻
外
の
共
同
生
活
關
…係
に
は
羅
封
に
籏
大
し
得
な
い
で
あ
ら
う
か
。
著
者
は
云
ふ

「
云
ふ

迄
も
な
く
日
常
家
事
代
理
権
が

推
定
的
委
任
に

基
く
限
り
に
於
て
は
理
論
上

そ
れ
を
婚
姻
外
の

共
同
生
活
関
係

に
も
籏
大
し
得

る

も
、
之
に
反
し
日
常
家
事
代
理
権

が
妻
の
法
定
代
理
権

な
る
場
合
に
は
不
可
能
で
あ
る
、
何

,こ
な
れ
ば
此
の
権
利
は
通
常
婚
姻
の
身

分
的
効
果

・こ
し
て
出
現
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
」

(七
〇
ー
七
一
頁
)
そ
れ
故

に
日
常
家
事
代
理
構
を
妻
の
法
定
代
理
権
∴

り
・こ

す
る

「
獨
逸
法
及
び
瑞
西
法
に
於
て
親
族
若
く
は
其
他
の
家
事
執
行
者
に
日
常
家
事
代
理
権

を
類
推
し
て
認
め
得
ら
れ
な
い
こ
ミ
は



一
般
的
に

一
致
し
て
ゐ
る
」

(七
二
頁
ど
こ
。

(註
一
)

(註
二
)

(註
一
4
英
法
、
佛
法
、
填
法
に
於
て
は
内
縁
の
妻
に
日
常
家
事
代
理
権
を
認
ん
ざ
ず
る
傾
向
あ
り

(七

}頁
)
Q

(註
二
)
我
民
法
に
於
て
妻
の
日
常
家
事
代
理
櫻
を
婚
姻
外
の
共
同
生
活
関
係
に
類
推
適
用
し
得
る
や
に
付
き
、
末
弘
博
士
は
家
團
及
び
其
行
爲
の
存
在

を
是
認
ず
る
立
場
よ
り
此
標
利
を
内
縁
の
夫
婦
を
中
心
ざ
ず
る
家
團
及
び
妻
の
死
後
父
子
の
み
に
ょ
り
て
構
成
せ
ら
る
、
家
團
に
於
て
長
女
が
亡
母

に
代
り
て
家
事
を
捲
當
ず
る
場
合
に
も
類
推
適
用
し
得
ざ
せ
ら
る

(同
博
士
、
前
揚
論
文
九
二
ー
九
三
頁
参
照
)
。
蓋
し
實
際
上
安
當
且
つ
合
理
的

で
あ
ら
う
。

(
B
)
日
常
家
事
代
理
権
が
婚
姻
に
俘
ふ
朧
利
で
あ
る
こ
と

は
前
述
し
た
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
婚
姻

に
暇
疵
あ
る
場
合
に
も
此

権
利

は
存
立
す
る
で
あ
ら
う
か
。

「
婚
姻
の
暇
疵
は
無
致
若
は
取
湾
し
得
べ
き
場
合

に
存
在
す
る
」
(七
三
頁
)
の
で
あ
る
が
婚
姻
が

取
消

さ
れ
若
く
は
無
敷
を
宣
言
さ
れ
た
,こ
き
は

「
獨
逸
法
に
よ
れ
ば
無
敷
を
宣
言

さ
れ
た
婚
姻
も
取
清
さ
れ
た
る
婚
姻
も
當
初
よ
り

無
蚊
な
り
,こ
看
倣
さ
れ
る
結
果
妻
も
其
の
日
常
家
事
代
理
椹

を
事
實
上
當
初
よ
り
有
し
な
か
つ
た
こ
と
に

な
る
で
あ
ら
う
」

(七
五

頁
)
。
然
る
に
瑞
西
法
瑞
典
法
に
よ
れ
ば

「
取
清
若
く
は
無
敷
の
宣
言
は
將
來
に
向
て
の
み
効
力
あ
る
が
故

に
其
の
宣
言
あ
る
ま
で

は
婚
姻
の
法
律
効
果

は
存
続
す
る
。
從
て
此
時
ま
で
に
爲
さ
れ
た
る
日
常
家
事
代
理
行
爲
は
獨
逸
法
,こ
は
反
対

に
そ
れ
自
膣

,こ
し
て

は
完
全

に
有
敵
で
あ
る
」

(七
五
頁
)
。
か

・
る
が
故
に
瑞
西
法
瑞
典
法
に
於
て
は
婚
姻
無
蚊

の
宣
言
あ
る
ま
で
、
若
く
は
婚
姻
取
消

フ
オ
イ

ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ

ン

『
妻

の
日
常
家
事
代
理
権
』

(
第
二
巻
第
二
號
)

(
二
五
三
)

=



フ
オ
イ
ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
「妻
の
目
常
家
事
代
理
擢
』

(第
二
霧
第
二
號
)

(二
五
四
)

一
二

の
宣
言
あ
る
ま
で
は
妻
の
日
常
家
事
代
理
権

は
存
立
す
る
の
で
あ
る
。

(註
)

(註
)
我
民
法
の
無
致
婚
姻
は
無
敷
判
決
を
挨
た
ず
し
て
當
然
に
無
敷
で
あ
る
か
ら
妻
の
日
常
家
事
代
理
権
は
當
初
よ
り
存
在
す
る
筈
が
な
い
が
、
之
に

反
し
て
取
清
し
得
べ
き
婚
姻
は
取
消
に
よ
り
て
始
め
て
消
滅
す
る

(民
七
八
七
」
)
が
故
に
其
の
取
清
あ
る
迄
は
此
権
利
ば
存
立
ず
る
。

(C
)
日
常
家
事
代
理
権

は

「
日
常
家
事
の
範
囲
内
」

(
獨
逸
民
法

一
三
五
七
1
)
に
於
け
る
事
務
庵

理
の
爲
め
妻
に
與

へ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
從
て

国
σQσQ
臼

が
瑞
西
法
に
対
し

て
述
べ
て
ゐ
る
や
う
に
。

此
の
擢
利
は
婚
姻
の
協
同
髄
よ
り
生
ず
る
も
の
に
あ

ら
ず
し
て
家
の
そ
れ
よ
り
生
す
る
も
の
で
あ

る
。

そ
れ
故
に
獨
逸
法
瑞

西
法

に
於
て
は
協
同

罷

的
家
政

(
g
e
m
e
i
n
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e
r

H
a
u
s
h
a
l
t
)

が

日
常
家
事
代
理
権

の
絶
対
的

前
提
妾
件
で
あ
る

(七
七
頁
)
。
此
の
要
件
は
瑞
典
法
に
於
て
も
認
め
ら
れ

る
だ
ら
う

か
。
瑞
典
法
理
由
書
が

「第

一
二
條
第
四
項
に
於
て
若
し
配
偶
者
が
不
和
の
爲
別
居
生
活
を
す
る
と
き
は
日
常
家
事
代
理
権

は
清
滅

す
る
旨
を
明
示
的
に
掲
げ
て
ゐ
る
こ
と
に
留
意
せ
ば
、
瑞
典
法
に
よ
れ
ば
協
同
膣
的
家
政
は
日
常
家
事
代
理
擢
の
前
提
要
件
で
は
な

い
と
認
む
る
を
正
當
と
思
は
れ
る
」

(七
八
頁
)
。

而
し
て
其
協
同
髄
的
家
政
は
独
立
な
る
こ
と
を
要
す
る
や
否
や
に
付
て
著

者
は
消
極
説
を
探
り
尚
永
糟
的
確
定
的
住
所
の
存
在
は

日
常
家
事
代
理
権

の
前
握
要
件
で
は
な
い
と
し
、
且
つ
夫
の
比
較
的
長
期
に
亘
る
不
在
も
此
権
利

の
存
立
に
は
問
題
に
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
ゐ
る

(七
九
頁
)
。



(
D
)
妻
が
日
常
家
事
代
理
堰
を
取
得
す
る
に
は
成
年
者
た
る
こ
・こ
を
必
要
,こ
す
る
で
あ
ら
う
か
。

「
必
要
と
せ
ざ
る
こ
と

は
既

に
獨
逸
法
に
於
て
も
又
瑞
西
法
及
び
瑞
典
法
に
於
て
も
立
法
者
が
未
成
年
の
女
子
に
も
婚
姻
締
結

を
許
容
せ
る
事
實
よ
り
蹄
納
さ
れ

る
の
で
あ
り
、
更
に
獨
逸
法
に
於
て
は
民
法
第

工
ハ
五
條
に
因
り

】
般
的
に
代
理
人
に
依
の
若
く
は
代
理
人

に
対
し
て
爲
さ
れ
た
る

意
思
表
示
の
法
律
奴
果
は
代

理

人

が
行
爲
能
力
を
制
限
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と

に
依
り
て
影
響
を
受
く
る
こ

・こ
が
な
い
」

(八
〇
頁
)

か
ら
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら

「何
腿
の
法
に
於
て
も
妻
が
全
然
行
爲
無
能
力

云
ふ
ま
で
も
な
く
獨
逸

法
の
意

義
に
於

い
て
ノ
あ
る
ー
抄
繹
者

で
は
い
け
な
い
こ
と
は

勿

論

で
あ

る

…

…

が

・…

.・
反
対
に
夫

の

行

爲

無

能

力

は
妻

の

日
常

家

事

代

理
橿

を
慶

棄

す

る

も

の

で

は

な

い

」

(
全
上
頁
)
。

(
註
)

(
註
)

右
の
問
題

に
付
き
我
民
法
に
於
て
も
獨
逸
法
の
通
説
ざ
全
様
に
解
釈

し
得

る
で
あ
ら
う

(
近
藤
氏
前
揚
書

二
九
八
頁
参
照

)
o

四

日
常

家
事

代

理
権

の
範
囲

日
常
家
事
な
る
概
念
は
妻
の
日
常
家
事
代
理
纏
の
前
提
要
件
た
る
,こ
全
時
に
叉
其
の
限
界
を
な
す
も
の
で
あ
り
而
し
て
此
の
限
界

を
知
る
こ
と

は
日
常
家
事
代
理
権

に
於
て
行
動
す
る
妻
・こ
取
引
す
る
第
三
者
に
ミ
リ
て
極
め
て
重
要
な
こ
と

で
あ
る
。
然
ら
ば
何
が

其
の
限
界
.こ
な
る
で
あ
ら
う
か
。「
一
般
に
家
政
の
事
實
上
の
標
式
の
み
が
限
界
と
認
め
ら
れ
得
る
。
」
(八
八
頁
)

(註
)
從
て

「
第
三

者
が
右
の
客
観
的
に
認
識
し
得
る
徴
表
に
よ
り
て
配
偶
者
殊
に
夫
の
状
態
に
付
て
得
る
観
念
が
第
三
者
に
ミ
リ
て
妻
の
権
限
の
範
囲

フ
オ
イ

ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン

『
妻
の
日
常
家
事
代
理
権
』

(
第
二
巻
第

二
號

)

(
二
五
五
)

『
三



フ
オ
イ
ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
「
妻
の
日
常
家
事
代
理
擁
』

(第
二
巻
第
二
號
㌧

(
二
五
六
)

鴫四

の
標
準
と

な
る
で
あ
ら
う
。
」
(全
ヒ
頁
)
然
し
な
が
ら
外
部

に
現
は
れ
た
る
配
偶
者
の
生
活
檬
式
を
以
て
日
常
家
事
代
理
構
の
範
囲

判
噺
の
荘
礎
と
す
る
と
き
は
配
偶
者
が
事
實
上
若
は
法
律
上
別
居
し
て
ゐ
る
場
合

に
第
三
者
は
不
測
の
損
害
を
蒙
る
こ
と
が
あ
り
得

る
。
從
て
第
三
者
を
保
護
す
る
必
要
あ
る
に
拘
ら
す
、

「
此
の
場
合
に
対
し

て
獨
逸
法
は
外
國
法
と
全
じ
く
法
規

に
よ
り
て
も
裁
判

に
よ
り
て
も
か

・
る
俣
護

を
與

へ
て
ゐ
な
い
。

そ
れ
故

に
第
三
者
は

此
の
危
険

よ

り
睨
却
し

得
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
」

(
八
九

頁
)
。(註

)
此
鮎
に
於
て
は
囑
逸
法
瑞
典
法
は
同
一
の
規
準
を
探
つ
て
ゐ
る
の
み
な
ち
ず
ラ
テ
ソ
系
法
も
同
一
の
観
点
を
探
つ
て
お
る
の
で
あ
る
。

「
日
常
家
事
代
理
権
の
範
囲

は
更
に
妻
が
代
理
堰
能
行
使
の
際
用
ゆ
る
手
段
に
よ
り
て
定
ま
る
。

『
妻
の
構

利
は
債
権
的
法
律
行
爲

に
も
虜
分
行
爲
に
も
及
ぶ
』
(
P
l
a
n
c
k
,
 
z
u
 
 
1
3
5
7
 
B
G
B
.

)
(九

一
頁
)
。
然
ら
ば
妻
は
家
事
の
用
に
供
す
る
目
的
を
以
て
借
財
を
な
し
得

る
の
で
あ
る
か
、
此
鮎

に
付
て
は
學
者
間
に
議
論
あ
る
も
著
者
は
云
ふ

「
何
が
故
に
此
種
の
行
爲
が
除
外
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
か
其

の
理
由
を
認
め
る
こ
と
が
出
來
な
い
、
況
ん
や
妻
は
此
の
手
段
を
行
使
す
る
機
會
を
容
易
に
は
持
た
な
い
し
、
そ
し
て
叉
夫
の
責
任

の
危
険
が
信
用
買
の
場
合
よ
り
も
大
き
く
な
ら
な
い
に
於
て
お
や
」
(九
一
頁
)
と
。

「
こ
の
こ
と
は

U
oヨ
げ
舞
σq
が
云

へ
る
や
う
に

獨
逸

民
法
に
於
て
は
借
財
が
家
事
の
目
的
の
爲
に
な
さ
れ
た
か
否
か
、
及
び
當
該
の
事
情
か
ら
見
て
家
事
の
範
囲

に
属
す
る
も
の
と

認
め
得
ら
れ
る
や
否

や
に
よ
り
て
定
ま
る
。
瑞
西
法
に
於
て
も
全

一
の
判
定
を
な
し
得
る
が
、
之
に
反
し
北
欧
法
に
於
て
は
借
財
を



な
す
こ
S
は
日
常
家
事
代
理
行
爲

に
驕
す
る
も
の
,こ
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
瑞
典
法
理
由
書
は
其
の
こ
・こ
を
明
示
的

に
除
斥
し
て
ゐ
る
の

で
あ
る
」

(九
二
頁
)

(註
)
。

(註
)

我
民
法
上
妻
の
階
財
は
日
常
家
事
の
範
囲
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
か
o

此
問
題
に
付
て
近
藤
氏
が

「我
民
法
八
〇
四
條
も
亦
日
常
家
事
な
る
一般
的
概
念
を
指
示
ず
る
に
止
め
此
目
的
の
爲
に
な
さ
る
》
限
り
は
其
手
段
の

如
何
に
付
て
何
等
の
制
限
を
も
設
け
な
い
か
ら
…
…
…
…
當
該
の
借
財
が
日
常
の
家
事
に
役
立
て
る
目
的
に
於
て
の
み
な
さ
れ
、
場
合
の
事
情
か
ら

見
て
其
の
借
財
の
方
法
が
妻
の
家
政
の
範
囲
に
属
ず
る
も
の
ざ
し
て
是
認
せ
ら
れ
得
る
限
り
此
問
題
を
否
定
し
去
る
べ
き
何
等
の
根
様
を
も
存
し
な

い
」
。

(全
氏
前
揚
書
三
一
三
⊥
二
一
四
頁
)
ε
述
べ
て
ゐ
ら
れ
る
が
如
く
氏
の
所
謂
目
的
さ
範
囲
内
の
妻
の
借
財
な
る
限
り
は
日
常
家
事
に
属
す

る
も
の
ざ
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
Q

然
ら
ば
賃
貸
借
契
約
は
如
何
な
る
範
囲

に
於
て
日
常
家
事
代
理
行
爲
に
厩
す
る
で
あ
ら
う
か
。

「獅
逸
法
、
瑞
西
法
に
よ
れ
ば
住

居
の
賃
貸
借
は
許
さ
れ
な
い
が
、
ミ
シ
ン
、
ビ
ア
ノ
の
如
き
個

々
の
物
膣
の
賃
貸
借
は
日
常
家
事
代
理
擢

に
属
す
る
で
あ
ら
う
。
北

欧
法
は

一
般
的
に
賃
貸
借
契
組
を
除
外
し
て
ゐ
る
」

(九
三
頁
)
。

僕
脾
の
雇
入
れ
は

日
常
家
事
代
理
纏

に
驕
す
る
か
。

此
問
題
に
付
て
は
學
者
間
に
議
論
あ
る
も

コ
履
傭
契
約
の
締
結
く、
全
じ
く

原
則
と
し
て

そ
れ
以
後
に
生
ず
る
凡
て
の
契
約
の
変
更
並
に
解
約
も

妻
の
代
理
構

に
驕
す
る
。

妻
は
夫

の
同
意
を
得
ず
し
て
僕
脾

の
賃
銀
を
増
額
し

或
は
解
雇
す
る
こ
・こ
を
得
る
。

之
に
反
し

北
欧
法
の
み
は

雇
傭
契
約
を
日
常
家
事
代
理
行
爲
よ
り
除
外
し
て
ゐ

フ
オ
イ

ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ

ン

『
妻

の
日
常
家
事
代
理
擢
』

(
第

二
巻
第
二
號
)

(
二
五
七
)

一
五



フ
オ
イ

ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ

ン

「
妻

の
日
常
家
事
代
理
鰹
』

(
第
二
巻
第
二
號
)

(
二
五
八
)

一
六

る
」

(九
三
頁
)
。

次
に
著
者
は
日
常
家
事
に
驕
す
る
行
爲
と
し
て
数
個
の
例
を

(九
四
頁
)
掲
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
惟
ふ
に
如
何
な
る
法
律
行
爲
が
日

常
家
事
に
屡
す
る
か
は
個
々
の
場
合
に
付
き
具
体
的

に
決
定
せ
ら
る
べ
き
で
あ
つ
て
抽
象
的
に
其
の
種
類

を
列
挙

す
る
こ
ミ
は
困
難

で
あ
ら
う
。
而
し
て
著
者
は

「
妻
が
如
何
な
る
程
度
ま
で
日
常
家
事
代
理
権

の
範
囲

を
越

へ
ず
し
て
此
の
範
疇
の
行
爲

(九
四
頁
前
牛

に
揚
け
あ
る
行
爲
)

を
締
結
し
得
る
や
の
問
題

に
対
し
て
は
社
會
的
地
位
が
決
定
的
で
あ
り
、
此
問
題
の
答
解
は
屡

々
個

々
の
場
合
に

基
い
て
の
み
な
し
得
る
」

(
全
上
頁
)
ε
さ
れ
て
ゐ
る
。

五

日
常
家
事

代
理
権

の
効
力

(A
)
日
常
家
事
代
理
権

に
於
て
行
動
す
る
妻
は
如
何
な
る
事
務
を
処
理
す
る
の
で
あ
ら
う
か
、
夫
の
そ
れ
か
若
く
は
家
團
の
そ

れ
で
あ
る
か
。

「
獨
逸
民
法
及
び
從
前
の
瑞
西
聯
邦
各
州
法
に
よ
れ
ば
、

妻
が
其
の
家
政
執
行
義
務
に
基

い
て
行
動
す
る
ε
き
は

(
濁
民
第

=
二
五
⊥ハ
條
第

一
項
並
に
瑞
民
第
三
編
第

一
六

一
條
参
照
)
妻
は
日
常
家
事
代
理
権
に
於
て
夫
の
事
務
を
腱
理
す
る
も
の

で
あ
る
」

β九
五
i
九
六
頁
)
。

然
る
に

「
妻
の
共
同
責
任
を
登
生
せ
し
む
る
瑞
西
民
法
や
北
欧
法
は
、
獨
逸
民
法
の
此
構
成

・こ
異
な

り
て
日
常
家
事
代
理
纏

の
行
使
を
他
人
の
事
務
の
処
理
と

は
見
ず
し
て
婚
姻
協
同
鎧
の
爲
の
行
動
と
観
察
し
て
ゐ
る
」

(九
六
頁
)
。



然
ら
ば
果
し
て
両
者
何
れ
が
妥
當
で
あ
ら
う
か
。

「
K
o
h
l
e
r

の
云

へ
る
如
く
妻
が
家

の
爲
に

日
常
家
事

代
理
構
を
行
使
す
る
と
せ

ば
妻
は
瑞
西
法
や
瑞
典
法
に
於
け
る
が
如
く
即
ち
協
同
匿
の
事
務
を
腿
理
し
獨
逸
民
法
に
於
け
る
が
如
く
夫

の
事
務
を
虚
埋
す
る
も

の
で
な
い
と
す
る
こ
と
が
當
然
の
解
決
で
」
あ
ら
う

(九
八
頁
)
。

(B
)
委
任
の
規
定
は
如
何
な
る
範
囲

ま
で
日
常
家
事
代
理
権

に
適
用
せ
ら
る
・
で
あ
ら
う
か
、
叉
は
全
然
其
の
適
用
が
除
外
せ

ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
。

獨
逸

に
於
て
は
此
問
題
に
付
て
學
説
上
非
常
な

箏
が
あ
る
が
、

「
其
の

成
立
原
因

に
よ
り
直
接
に
法
律
行
爲
に
基
く
委
任
と
、

法
規
に
基
く
日
常
家
事
代
理
権

と
の
異
な
れ
る
性
質
を
論
じ
て
委
任
の
類
推
適
用
を
否
認
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
し
、
叉
否
認
す
る

必
要
も
な
い
。
日
常
家
事
代
理
構
も
亦
間
接
に
婚
姻
締
結
と
云
ふ
法
律
行
爲
に
其
根
源
を
嚢
せ
る
こ
と
は
兎
も
角
と
し
て
も
…
…
…

法
律
規
定
の
類
推
適
用
は
相
慮
す
る
法
律
関
係

の
縫
生
原
因
の
同
様
な
る
こ
と
に
よ
り
て
定
ま
る
も
の
で
は
な
く
て
、
解
決
せ
ら
る

べ
き
問
題
が
其
要
瓢
に
於
て
類
推
適
用
さ
れ
る
問
題
と
同
様
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
て
定
ま
る
の
で
あ
る
」

(
一
〇
〇
ー
一
〇
一
頁
)
・
然

ら
ば
委
任
,、」日
常
家
事
代
理
権

と
に
於
て
事
務
処
理

者
・こ
他
方
と
の
間
に
於
け
る
法
的
関
係

の
要
鐵

に
於
て
の
同
様
な
る
こ
と
が
事

實
上
存
在
す
る
か
に
付
き
、
著
者
は
獨
逸

法
瑞
西
法
北
歓
法
に
付
て
詳
細
に
検
討
し

「委
任
の
場
合
に
は
專
ら
意
欲
せ
ら
れ
た
る
契

約
目
的
が
眼
目
で
あ
る
に
反
し
、
日
常
家
事
代
理
椴
は
単
に

婚
姻
の

一
の
効
果
、
而
も
婚
姻
締
結
に
際
し
て
重
要
な
る
も
の
と
は
考

フ
オ
イ
ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
『妻
の
月
常
家
事
代
理
標
」

(第
二
春
第
二
號
)

(
二
五
九
)

一
七



フ
オ
イ

ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン

「
妻
の
日
常
家
事
代
理
権
』

(
第
二
霧
第

二
號
)

(
二
六
〇
)

一
八

へ
ら
れ
な
か
つ
た
効
果

,こ
、
認
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
」

二

〇
三
頁
)
從
つ
て

「
争
あ
る
問
題
も
、
其
の
制
定
に
付
て
獨
逸
法
の
見

解
上
唯

一
の
支
持
し
得
べ
き
立
場

を
,こ
る
,こ
き
は
常
に
其
決
定
に
困
難

を
感
じ
な
い
で
あ
ら
う
。
即
ち
日
常
家
事
代
理
権

は
其
本
質

上
委
任
・こ
は
根
本
的
に
異
な
れ
る
法
律
関
係

を
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
且

つ
事
實
上
共
通
の
基
礎
が
存

在
す
る
限
り
の
範
囲

に
於

て
の
み
類
推
を
推
し
及
ぼ
し
得
べ
し
,こ
す
る
,こ
こ
ろ
の
立
場
で
あ
る
」

(
一
〇
七
頁
)
。

(註
)

(註
)

我
民
法
に
於
て
は
妻
の
日
常
家
事
代
理
権
ほ
夫
の
委
任
に
基
く
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
法
律
の
規
定
に
よ
り
て
當
然
に
存
在
す
る
法
定
代
理
擢
な

り
.込
解
ず
べ
き
で
あ
る
か
ら
委
任
に
關
ず
る
規
定
の
當
然
に
適
用
さ
れ
な
い
の
は
明
で
あ
る
が
、
夫
婦
間
に
委
任
類
似
の
法
律
関
係
が
存
在
す
る
以

上
は
夫
嬬
本
來
の
法
律
関
係
ざ
適
合
し
な
い
規
定
を
除
外
し
て
は
凡
て
委
任
に
關
す
る
規
定
は
夫
婦
間
の
法
律
関
係
に
類
推
適
用
せ
ら
る
べ
き
も
の

ざ
解
釈
ず
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(近
藤
氏
前
揚
書
三
三
八
頁
参
照
)

六

日
常

家

事
代
理
権

の
剥

奪

と
制

限

妻
の
日
常
家
事
代
理
.権
の
前
提
要
件
に
付
て
は
前
述
し
た
が
其
の
前
提
要
件
た
る
事
實
の
清
滅
即
ち
婚
姻

の
解
漕
に
よ
り
て
妻
の

此
権
利
は
清
滅
す
る
こ
と

勿
論
で
あ
る
が
、
婚
姻
存
続

中
,こ
難
も
他
の
配
偶
者
の
剥
奪

に
よ
り
て
消
滅
し

又
は
制
限
に
よ
り
て
其
の

範
囲

を
縮
少
し
得
る
の
で
あ
る
。
惟
ふ
に
夫
に
対
し
て
妻
の
日
常
家
事
代
理
権

の
全
部
叉
は

】
部
を
剥
奪
し
得
る
権
利
を
認
む
る
こ



・こ
は
殆
ん
さ
立
法
例
の

一
致
す
る
所
で
あ
る
が
,
佛
法

に
於
け
る
が
如
く
妻
の
日
常
家
事
代
理
椹
は
夫
の
明
示
又
は
黙
示
の
委
任
に

ょ
り
て
成
立
す
る
も
の
・こ
す
れ
ば

夫
は
任
意

に
妻
の
此
権
利

を
剥
奪
し
得

る
で
あ
ら
う
が
、

之
に
反
し

「
日
常
家
事
代
理
構
が
法

律
上
當
然
に
妻

に
節
驕
す
る
も
の
ーこ
す
る
な
ら
ば

此
権
利
は
法
律

に
規
定
さ
れ
た

方
法
に
ょ
り
て
の
み

剥
奪
さ
れ
得
る
も
の
で
あ

る
。
」

(
=

二
頁
)
從
て
獨
逸
民
法
第

=
二
五
七
條
第
二
項
に
於
て
夫
は
何
時
で
も
何
等
の
理
由
を
要
せ
ず
し
て
剥
奪
構
を
行
使
し

得
る

(
二

四
頁
)
ε
せ
る
は
、
妻
の
日
常
家
事
代
理
権

の
本
來
の
性
質
に
矛
盾
す
る
ε
の
非
難
を
免
れ
な
い
。
瑞
西
法
も
獨
逸

法
,こ

殆
ん
,ご
同

一
で
あ
る
が

(
一
一
五
頁
)
、
之
に
反
し
瑞
典
法
は

「
日
常
家
事
代
理
権

の
法
律
上
の
性
質
よ
り
論
理
的
蹄
結
を
抽
出
し
て

配
偶
者
の
双
方
的
代
理
樺
慶
除
に
關
す
る
決
定
を
官
庁

に
委
し
て
ゐ
る

(
瑞
典
法
第
五
章
第

二
二
條
参
照
)
。
」

(
二

三
頁
)
斯
く

て
日
常
家
事
代
理
権

は
其
獲
症

に
於
け
る
,こ
同
様
に
其
存
続

に
付
て
も
他
の
配
偶
者
の
自
由
意
思
に
依
り
て
左
右
せ
ら
れ
な
℃

こ
云

ふ
其
本
來
の
性
質
を
貫
徹
す
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。

(A
)
然
ら
ば
剥
奪
若
は
制
限
は

一
定
の
要
件
に
繋
ら
し
む
べ
き
で
あ
る
か
、
若
く
は
他
の
配
偶
者
の
任
意
の
裁
量
に
委
す
を
可

・こ
す
る
か
。
著
者
は
此
鮎
に
付
き
獨
逸
民
法
、
瑞
西
民
法
、

チ
ヱ
ツ
コ
・
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ヤ
草
案
、
瑞
典
法
,
券
蘭
草
案
等

に
付
て
其

の
要
件
を
詳
述
し

(
=

四
1
=

九
頁
)
結
局

「
法
律
の
獲
展
は
ー

夫
の
爲
に
要
件

を
必
要
,こ
せ
ざ
る
剥
奪
権

を
規
定
せ
る

ハ
ン

ガ
リ
ー
草
案
を
除
き
1
獨
逸

法
の
任
意
的
剥
奪
権
能
に
反
し
て
他
方
配
偶
者
に
よ
る
日
常
家
事
代
理
権

の
慶
除
を

一
定
の
要
件

に

フ
オ
イ

ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン

『
妻
の
日
常
家
事
代
理
権

』

(
第
;
巻
第

二
號
)

(
二
六

一
)

一
九



フ
オ
イ

ヱ
ル
シ

ュ
タ
イ
ン

「
妻
の
H
常
家
事
代
理
擢

『

(
第

二
巻
第
二
號
)

(
二
六
二
)

二
〇

繋
ら
し
む
る
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
」

(
=

九
頁
)
。
さ
れ
ば
右
の
問
題
の
解
決
は
自
ら
明
瞭
・こ
な
る
で
あ
ら
う
。

(註
)

(註
)

剥
奪
擢
に
關
す
る
規
定
は
獨
逸
法
及
び
瑞
西
法
に
於
て
は
日
常
家
事
代
理
擢
の
制
限
に
準
用
せ
ら
る
、
北
歓
法
に
は
只
全
部
剥
奪
あ
る
の
み
で

あ
る

(
=

四
頁
)

(B
)
次
に
著
者
は

「
剥
奪
権

の
濫
用
に
対
し
て
完
全
な
る
保
障
を
與

へ
る
こ
と

は
剥
奪
の
法
定
前
提
要
件
の
規
制
に
存
せ
ず
し

て
其
の
方
式
に
あ
り
」

(
=
δ
頁
)
こ
喝
破
し
て
諸
國
法
の
剥
奪
の
方
式
を
比
較
論
述
し
、
且
つ

「
無
方
式
の
剥
奪
が
許
さ
れ
る
法

に
於
て
は
誰
に
対
し

て
剥
奪
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
殊
に
剥
奪
は
妻
が
家
政

の
爲
に
契
約
関
係

に
入
る
相
手
方
た
る
第

三
者

に
対
し
て
直
接
に
輩
な
る
通
知
を
な
す
を
以
て
足
る
か
否
か
に
付
て
は
疑
問
で
あ
る
」

(
二
=
頁
)
,こ
し
、
此
錨

に
關
し
第
三

者

に
対
す
る
意
思
表
示
を
以
て
足
る
く」す
る
K
i
p
p
の
見
解

は
獨
逸
民
法
に
の
み
適
合
す
る
二
・こ
を
指
摘
し
て
彼
の
見
解
を
批
評
し

て
お
ら
れ
る

(
=
一二
頁
)
。

(C
)
剥
奪
に
よ
り
て
如
何
な
る
効
果

が
生
ず
る
で
あ
ら
う
か
。

「
獨
逸
法
及
び
瑞
西
法
に
よ
れ
ば
、
剥
奪
の
効
果

,こ
し
て
代
理

権

は
慶
除
せ
ら
れ
る
が
内
部
的
な
事
務
執
行
堰
は
尚
存
続

す

る
。
…
…
…
何
,こ
な
れ
ば
妻
は
獨
逸
民
法
第

=
二
五
六
條
及
び
瑞
西
民

法
第

一
⊥ハ
一
條

に
因
り

尚
家
政
管
理
の
義
務
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
」

(
噌
一二
二
ー
一
二
四
頁
)
。

然
ら
ば
剥
奪
は
代
理
権

に
如
何
な
る

効
果

を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
か
。

「
妻
若
く
は
日
常
家
事
代
理
構

に
於
て
行
動
す
る
夫
,こ
、
剥
奪
を
知

つ
て
ゐ
た
か
又
は
剥
奪

の
正
規



の
公
示
に
ょ
り
て
其
の
善
意
を
除
斥
せ
ら
れ
た
る
第
三
者
・こ
締
結
す
る
凡
て
の
行
爲
は
、
爾
後
此
の
爾
當
事
者
間
に
の
み
効
力

を
生

す
る
。
然
し
第
三
者
が
善
意
な
る
,こ
き
は
剥
奪
は
内
部
に
数
力
あ
る
に
止
ま
り
、
且
つ
単
に
配
偶
者
間
に
賠
償
義
務
が
登
生
す
る
に

す
ぎ
な
い
」

(
一
二
四
頁
)
。

(
D
)
然
し
な
が
ら

「
日
常
家
事
代
理
権
の
剥
奪
は
決
し
て
終
局
的
で
は
な
い
。

剥
奪
は
裁
判
所

ω
協

力
を
得
て

一
の
手
続

に

よ
り
て
再
び
取
消
さ
れ
得
る
。
」

(
一
二
四
頁
)
妻
の
日
常
家
事
代
理
権
が
法
律
上
當
然
に
存
立
す
べ
き
も

の
で
あ
り
、
而
し
て

一
方

に
於
て
夫
の
利
益
擁
護
の
立
場
か
ら
其

】
方
的
剥
奪
椹
を
夫
に
許
與
す
る
以
上
は
妻
に
も
亦
夫
の
不
當
剥
奪

を
排
斥
す
る
権
利
を
認

む
る
は
當
然
で
あ
る
か
ら
、
從

て
獨
逸
民
法

(第

一
三
五
七
條
第
二
項
)
及
び
瑞
西
民
法

(
第

工
ハ
五
條

)
並
び
に
瑞
典
法

(
第
五

章
第

二
二
條
第
二
項
)
は
剥
奪
を
取
消

し
得

る
旨
を
規
定
し
た

(
=
一四
1

一
二
五
頁
)

の
で
あ
ら
う
。

然
し
な
が
ら
藪
に
注
意
す
べ

き
は
剣
奪

「
決
定

の
裁
判
上
の
取
消
は
瑞
典
法
に
於
て
は
雨
配
偶
者
が
取
潰
の
合
意
を
な
し
た
る
・こ
き
,こ
錐
も
必
要
で
あ
る
が
之
に

反
し
獨
逸

法
及
び
瑞
西
法
に
於
て
は
此
場
合

に
於
け
る
取
消

は
無
方
式
に
爲
さ
れ
得
る
」

(
二
一五
頁
)
こ
と

で
あ
る
。
而
し
て
著
者

は

「剥
奪
が
當
初
よ
り
な
し
得
ざ
り
し
の
理
由
を
以
て
取
消
さ
れ
た
る
く」
き
は
取
清
に
遡
及
数
を
與
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
」

(
一

二
五
頁
)
ε
云
は
れ
て
ゐ
る
。

(註
)

(註
)

我
民
法
に
於
て
は
妻
は
夫
の
不
當
否
認
を
取
消
し
得
る
や
否
や
に
付
て
何
等
の
規
定
な
き
を
以
て
疑
あ
る
も
、
我
民
法
に
於
て
も
蜀
、
瑞
民
法

フ
オ
イ

ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ

ン

『妻

の
日
常
家
事
代
理
橿
』

(第

二
巻
第
二
號
)

(
二
六
三
)

二

一



フ
オ
イ

ヱ
ル
シ
ュ
タ
イ

ン

「
妻
の
日
常
家
事
代
理
権
」

(
第

二
巻
第

二
號

)

(
二
六
四
)

二
二

に
於
け
る
ざ
全
じ
く
妻
は
其
取
消
か
裁
判
所
に
請
求
し
碍
る
も
の
さ
解
ず
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(近
藤
氏
前
揚
書
三
四
八
頁
参
照
)

七

第
八
章
に
於
て
著
者
は
獨
逸

に
於
け
る
婚
姻
法
改
正
運
動
、
特
に
日
常
家
事
代
理
纏

に
關
す
る
多
数
學

者
の
改
正
意
見
を
紹
介
せ

ら
れ
、

二

二
九
頁
i
一三
二
頁
)
結
局
、
獨
逸
の
日
常
家
事
代
理
権

は
瑞
西
法
や
北
欧
法
が
展
開
せ
し
め
た
近
代
原
則
に
適
合
す
る
可

能
性
あ
る
旨
を
述
べ

(
一三
三
頁
)
更
に
附
録
,こ
し
て
瑞
典
婚
姻
法
の
理
由
書
を
摘
録
し
て
稿
を
閉
ぢ
ら
れ
て
ゐ
る
。

×

×

以
上
を
以
て
私
は
本
書
の
大
饅
に
付
て
其
の
紹
介
を
な
し
得
た
,こ
思
ふ
。
本
書
中
個

々
の
論
述
に
付
て
多
少
の
不
満
を
抱
持
す
る

鮎
絶
無
・こ
は
云
ひ
得
な
い
が
、

要
す
る
に
殆
ん
,ご
前
人
未
踏
と
も
云
ふ
べ
き

日
常
家
事
代
理
権

の

比
較
法
的
研
究
の
境
地
に
対
し

て
、
本
書
の
貢
献
す
る
所
頗
る
大
な
る
べ
き
を

一
言
し
て
筆
を
欄
く
こ
と

に
ず
る
。

(
本
稿
校

正
中

に
同

一
書

に
封
ず
る
近
藤
氏
の
紹
介
文
が
法
學
論
叢
第

二
七
巻
第
三
號
に
揚
載
さ
れ
だ
こ
.込
を
附
記
し
て
お
く
o
)


